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(百万円未満切捨て)

１．2020年２月期第１四半期の業績（2019年３月１日～2019年５月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年２月期第１四半期 1,267 △5.4 △23 － △25 － △35 －

2019年２月期第１四半期 1,339 △0.9 13 △84.4 13 △83.6 8 △85.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年２月期第１四半期 △5.36 －

2019年２月期第１四半期 1.24 1.24
　

(注)2019年２月期は決算期の変更により、2018年９月１日から2019年２月28日までの６ヶ月間となっております。こ
のため、2020年２月期第1四半期における対前年同四半期増減率については記載しておりません。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年２月期第１四半期 4,821 2,749 57.0

2019年２月期 3,657 2,797 76.5
(参考) 自己資本 2020年２月期第１四半期 2,749百万円 2019年２月期 2,797百万円

　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年２月期 － － － 3.00 3.00

2020年２月期 －

2020年２月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

３．2020年２月期の業績予想（2019年３月１日～2020年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,668 － 50 － 30 － 10 － 1.51

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

2019年２月期は決算変更により2018年９月１日から2019年２月28日までの６ヶ月決算であるため、2020年２月期の業
績予想における対前期増減率については記載しておりません。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年２月期１Ｑ 6,669,700株 2019年２月期 6,641,500株

② 期末自己株式数 2020年２月期１Ｑ 8,391株 2019年２月期 7,122株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年２月期１Ｑ 6,647,860株 2019年２月期１Ｑ 6,637,908株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は今後の様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用にあたっての注意事項について
は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が継続する中、国内景気は輸出

や生産の弱さが続いているものの緩やかな回復基調が続いておりました。一方、海外経済においては、米中間の通

商問題を始め、地政学的な問題もあり、先行きは引き続き不透明な状況で推移しました。

当社の属する小売業においては、３月の日銀短観によると、大企業非製造業のＤＩは プラス21でしたが、小売

業はプラス２と他の非製造業との比較では低水準でした。

このような経営環境のもと、当社は、４月に国内外合わせて14店舗目となる「LAZADAマレーシア店」をオープン

し積極的な販路拡大に努めましたが、昨年より続く運賃値上げによる影響、さらには業態を超えた企業間競争激化

など、引き続き厳しい環境が続き、特に改元後、初のゴールデンウィーク10連休による消費者マインドの落ち込み

が例年になく厳しい結果となりました。国内サイトにおいては、受注件数が前年件数および予算件数を上回ったも

のの、主力のブラセット等のファンデーションの販売数量が伸びず、そのため客単価が減少し、前年実績を下回る

結果となりました。

この結果、第１四半期累計期間における売上高は1,267,420千円、営業損失は23,335千円、経常損失は25,225千

円、四半期純損失は35,631千円となりました。

なお、当社は、ＷＥＢサイトでのインナーショップ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載は

しておりません。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末の資産合計は、4,821,635千円となり、前事業年度末と比較して1,163,883千円の増加と

なりました。

流動資産は1,784,640千円となり、前事業年度末と比較して70,362千円の増加となりました。その主な要因は、

シーズン商品の仕入れに伴う商品の増加（前事業年度末より78,587千円増加）、売掛金の増加（前事業年度末より

18,984千円増加）及び現金及び預金の減少（前事業年度末より27,618千円減少）によるものであります。

固定資産は3,036,995千円となり、前事業年度末と比較して1,093,520千円の増加となりました。その主な要因

は、新本社物流センター建設工事の進捗に伴う建設仮勘定の増加（前事業年度末より1,108,734千円増加）及びス

トック倉庫の除却に伴う建物（純額）の減少（前事業年度末より18,130千円減少）によるものであります。

　

（負債）

当第１四半期会計期間末の負債合計は2,072,130千円となり、前事業年度と比較して1,212,086千円の増加となり

ました。

流動負債は1,928,014千円となり、前事業年度末と比較して1,211,342千円の増加となりました。その主な要因

は、新本社物流センター建設工事代金等の支払資金の調達に伴う短期借入金の増加（前事業年度末より1,070,888

千円増加）及びシーズン商品の仕入れに伴う買掛金の増加（前事業年度末より152,575千円増加）によるものであ

ります。

固定負債は144,115千円となり、前事業年度末と比較して744千円の増加となりました。その主な要因は、役員退

職慰労引当金の増加（前事業年度末より741千円増加）によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産合計は2,749,504千円となり、前事業年度末と比較して48,203千円の減少とな

りました。その主な要因は、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（前事業年度末より35,499千円減少）、

新株予約権の権利行使による資本金及び資本準備金の増加（前事業年度末より各3,666千円増加）及び配当金の支

払いによる利益剰余金の減少（前事業年度末より19,903千円減少）によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2019年４月11日に公表いたしました業績予想から変更はございません。

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は様々な要因によって予想

数値と異なる場合があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年２月28日)

当第１四半期会計期間
(2019年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 203,859 176,240

売掛金 304,459 323,443

商品 1,075,035 1,153,622

貯蔵品 23,274 20,102

前渡金 4,793 3,079

前払費用 43,888 45,735

未収入金 57,393 58,265

その他 2,481 5,113

貸倒引当金 △906 △962

流動資産合計 1,714,278 1,784,640

固定資産

有形固定資産

建物 487,926 468,987

減価償却累計額 △166,784 △165,975

建物（純額） 321,142 303,011

構築物 19,679 17,439

減価償却累計額 △13,740 △13,234

構築物（純額） 5,938 4,205

機械及び装置 9,136 9,136

減価償却累計額 △6,102 △6,238

機械及び装置（純額） 3,034 2,898

工具、器具及び備品 58,439 58,368

減価償却累計額 △46,139 △47,073

工具、器具及び備品（純額） 12,300 11,294

土地 1,291,928 1,291,928

リース資産 27,026 27,026

減価償却累計額 △16,703 △17,266

リース資産（純額） 10,322 9,759

建設仮勘定 17,432 1,126,166

有形固定資産合計 1,662,098 2,749,264

無形固定資産

ソフトウエア 47,136 42,288

ソフトウエア仮勘定 6,647 9,117

無形固定資産合計 53,783 51,406

投資その他の資産

保険積立金 131,393 133,423

出資金 813 813

従業員に対する長期貸付金 983 870

差入保証金 7,060 6,844

敷金 8,206 9,016

破産更生債権等 973 816

長期前払費用 3,406 3,176

繰延税金資産 75,583 82,059

貸倒引当金 △828 △695

投資その他の資産合計 227,591 236,324

固定資産合計 1,943,474 3,036,995

資産合計 3,657,752 4,821,635
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年２月28日)

当第１四半期会計期間
(2019年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 36,904 38,377

電子記録債務 120,300 96,447

買掛金 187,950 340,526

短期借入金 129,469 1,200,357

未払金 126,584 120,257

未払費用 43,156 49,052

未払法人税等 14,408 4,696

未払消費税等 7,681 7,978

預り金 4,400 8,297

賞与引当金 31,612 47,033

返品調整引当金 399 514

ポイント引当金 8,484 8,697

その他 5,317 5,778

流動負債合計 716,672 1,928,014

固定負債

役員退職慰労引当金 142,545 143,286

資産除去債務 826 829

固定負債合計 143,371 144,115

負債合計 860,043 2,072,130

純資産の部

株主資本

資本金 1,192,988 1,196,654

資本剰余金

資本準備金 1,182,988 1,186,654

資本剰余金合計 1,182,988 1,186,654

利益剰余金

利益準備金 1,500 1,500

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 420,319 364,784

利益剰余金合計 421,819 366,284

自己株式 △86 △87

株主資本合計 2,797,708 2,749,504

純資産合計 2,797,708 2,749,504

負債純資産合計 3,657,752 4,821,635
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2018年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

売上高 1,339,157 1,267,420

売上原価 806,327 773,327

売上総利益 532,830 494,093

返品調整引当金繰入額 387 114

差引売上総利益 532,442 493,978

販売費及び一般管理費 519,427 517,313

営業利益又は営業損失（△） 13,015 △23,335

営業外収益

受取利息 6 8

債務勘定整理益 117 140

協賛金収入 96 64

助成金収入 938 12

受取補償金 25 20

雑収入 118 0

営業外収益合計 1,302 246

営業外費用

株式報酬費用 － 647

支払利息 345 812

為替差損 493 664

雑損失 175 11

営業外費用合計 1,014 2,135

経常利益又は経常損失（△） 13,303 △25,225

特別損失

固定資産除却損 288 16,072

特別損失合計 288 16,072

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 13,014 △41,297

法人税、住民税及び事業税 5,830 810

法人税等調整額 △1,066 △6,475

法人税等合計 4,763 △5,665

四半期純利益又は四半期純損失（△） 8,251 △35,631
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期累計期間（自 2018年９月１日 至 2018年11月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月28日
定時株主総会

普通株式 43,146 6.50 2018年８月31日 2018年11月29日 利益剰余金

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第１四半期累計期間（自 2019年３月１日 至 2019年５月31日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月29日
定時株主総会

普通株式 19,903 3.00 2019年２月28日 2019年５月30日 利益剰余金

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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